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皮 内「オ プ ソニ ン」最大 産生 ヲ指 標 トナ セ ル

各 種 結 核 菌製劑 ノ比 較

第12報 濃聰酸脱脂 結核 「ワクチ ン1軟膏 チ以 テ

セル皮内産生 「オブ ソニ ン」ノ研 究

京都帝國大學醫學部外科學研究室(鳥潟敢授指導ノ

大學院學生 騨 士 嘉 ノ 海 武 夫

緒

大阪帝國大學今村 内科創製 二係 ハル濃監酸脱脂

結核 「ワクチン」ナルモ ノハ見疫 上有 害 ナ リ ト構

セ ラル ・結核菌 ノ蝋様物質 テ設却 シテ製 出 セ ラ

レタリ トノコ トナ リ。

其 ノ製法 ハ璃珊鉢 中 ニテ、秤量 セル結核菌 二濃

盟酸(比 重1.15、30%HCIテ 含 ム)テ 菌禮1瓦

二就 キ20-30c・c・ ノ割合 ニ テ 加 へ、敏速 二乳剤

トナ シ、5-10分 後 二多量 ノ滅菌蒸鯛水 テ加

へ、之 ラ遠心 シテ上澄液 テ除 キ、斯 クシテ洗1條

スル コ ト撒同 ニ シテ上澄液 ノ酸 性 ラ呈 セザル ニ

言

至 リタル時、其 ノ残渣菌 テ以 テ「ワクチ ン」テ製

スo

即 チ斯 ク シテ得 タル残渣結核 菌ハ完全 二抗酸性

テ失 ヒチー ルネー ルゼ ン氏染色法 ニ テ 青染 ス

ト.而 モ コノ脱脂 サ レタル結核菌 ハ蛋 白反慮 ラ

呈 スルガ故 二盟酸 ノ庭 置 二依 リテモ菌蛋 白質ハ

分解 シ終 ラザ ルモ ノナ リ ト。

余等 ハ本剤 ラ使用 シテ前報 ト同様 ノ目的 ラ以 テ

實験 テ行 ハ ン トス。

實 験 第1

本實験二於 テハ濃盛酸脱脂結核 「ワクチン」ノ原

煮雨液テ以 テ30%、50%及 ピ65%軟 膏 テ調製

使 用 セ リ.

實験材料

大阪帝國大學今村 内科、 昭和8年12月30日 製

造 ノ濃盤酸脱脂結核 「ワクチ ン」(1.Oc.Q中100分

ノ1「 ミリグ ラム」ノ菌 量 テ含有 ス)約100c.Qテ

同一容器 二集 メ、 之 テ2分 シ、一牛 テ其儘原液

トナ シ、他牛 ラ囁 氏100度 二沸縢 シツ ・アル重

湯煎 中 ニテ30分 間煮沸 シ テ 煮液 トナ ス。斯 ク

シテ得 タル原、煮雨液 テ以 テ次 ノ6種 ノ軟膏 テ

調製 ス。

軟膏調製法ハ第2報 ト同様ナ リ.

1・原65%濃 藍酸脱脂結核 「ワクチン」軟膏

2.煮

3.原50%

4・ 煮

5.原30%

6.煮

同

同

同

同

同

其他 ノ實験材料ハ凡テ第2報 ト同様ナリ。
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寅験方法

實験 方法 ハ凡 テ第2轍 卜同様 ナ リ.

費験成績

第1表 濃盛酸醗脂結核核 ワク+:・"J

貴 験 第1

家兎第57號 ♂ 髄2200瓦4月1211

可 検 髄
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菌 干障i訴

健常無庭置皮膚23一

墨
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4164τ0,411.00

原30%軟 膏皮膚
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-

39

35

巫 †蚕引一1.05

煮30%軟 膏皮膚

一 一1-一 一 一一
1.034466

39「iテ 「原50%軟 膏皮膚
;0
.89

煮50%軟 膏皮膚 5giO.92

原65多6軟膏皮膚

一 一
、53ρ.:イ50.83

一 一一

煮65%軟 膏皮膚 著r「卿 薇00.75

第2表 濃 藍酸 腕 脂結 核 一ワ ク 千 ン」軟 膏 ヲ以 テ

セ'レ皮 内産 生 一t.プ ソニ ン」ノ研 究 實 験 第1

家 兎 第5S競 言 盟 重2250瓦1月14H

ソ
係

ア

ン

オ

ニ
歎

喰
重
牽

ooL濁

第3炎 濃 轍 酸 醗 脂 結 核 リ ワチ,軟 膏 ヲ以 テ

セ ル皮 内産 生 「才 プ ソニ!」 ノ研 究 實験 第1

蜜 兎第59號 盟 重2220瓦 ↓月16H

l喰iオ プ ソ

}菌 係
1象 勲

鷺 器器1講}i鍔
29,0.181.07

25'0.150.93

231.14

原65望 整 膏 皮 膚1ト1丑 .21(1・13

煮65%軟 膏 皮 寅1320:0.13

第4表 濃 顧 酸 醗 脂 結 核 一一ワ ク チ ン 軟 膏 ヲ以 テ

セ ル 皮内 産 生 晴 プ ソニ ン」ノ研 究 實験 第1

3頭 雫 均

可 検 晒 司 子

健常無慮置皮膚

原30ク6軟膏皮膚

煮30%軟 膏皮膚

原50%軟 膏皮膚

煮50%軟 膏皮膚

原65%軟 膏皮膚

煮65%軟 膏皮

9.1322'O
　 　し　 　 コロ　

141240.1{塾

14230.14
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一9
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一3

1.09
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τ
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70.0噛0.32

濃璽酸醗脂結核一ワクテ・」軟膏 ヲ以テセル

皮内産生「オプソニン:ノ研究

第1岡(第4表 参照ノ3頭 卒均

オ ブ ソ

喰菌剰 二・.係
i数

(、.231.00

0.261.10

1.05

1一霧illO・17

88

α

0

「0

輌
オ

プ

ソ

一
ン

一
係

籔

・

〃

Msu

軟膏中免疫元含量('の

Gハ 健常皮膚ニシテ「iプ ソニン」係歎=1.O

I=原1=煮(以 下準之)

G

實験成績 ハ第1表 ヨ リ第4表 マ デ 及 ピ第

1圖 二示 サ レタ リ。

所見概括

以上 ノ實験結果 テ見,レニ喰菌牽 ニテモ 博

ブソニ づ 係数 ニテモ何 レモ相一致 シ千下

記 ノ事項 ラ認識 シ得 ベ シ.

1.65%軟 膏 貼用皮膚 二於 ケゼ 才 フソー

一」係撒 ハ原 一〇.64; 、 煮 「O.60一ニ シテ何 レ

モ封 照 タル健常皮膚 ノソレヨ リ モ大 ナ ル

低下 テ示 シタ レドモ、免疫 元含量 ラ漸次減

少 スルニ從 ヒ「オプソー}ノ 産 生 ハ 却 テ

逆 二上昇 シ來 リ、50し 軟膏 二 於 テ ハ 生
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嘉ノ海ロ皮内1オ プソニン1最大嵐生 ヲ指標 トナセ'レ各租紬絃菖働創 ノ比鮫 【第14巻

「0.91」 、 煮1{).88」 、30r?,」,1吹膏 ∴方奄 テハ ノ1こ「1.10」、

煮 「1.05」 ラ示 シ タ リ。

2.即 チ本 實 瞼 二於 ア ハ 「ケ ノソ ∴:」 ノ産 生 ハ

ト行 位 相 ノ ミ ー7示 シ、30%軟 膏 ∴於 テ原 煮 共 二

最 大 ノ 「オ プ ソ ー ン」産 生 チ 示 シ タ リ。

3.原 、 煮 雨 軟 膏 ノ示 シ ク ル 「オ プ ソ る ン」係 数

ラ比 較P・lt'一 ・煮 液 軟 膏 ・・ソ レ ∴相 常 ・・ル 含 量 ノ

原 液 軟 膏 ∴ 比 〉・f'100;9.197」 ノ僅 微 ノJL低 下 テ

示 シ タ リ。

本 則 中 一ハ 「イ ム ベ ヂ づ ハ 之 ヲ立 謹 ス ル コ ト能

ハrザ リ キ。

4.EPチ 濃 盟 酸 脱 脂 結 核eワ ク チ ン」ナ ル モ ノハ

'「 イ ム ペ ズ ン」破 却 ・二向 ●ソ テ特 別 ・操 作 テ 途 ゲ タ

ル.一 非 ズ シ テ 既 ゐ 「イ ム ベ ヂ ン」テ含 有 シ居 ザ ル

程.=姥 性(denatrieren)セ 〉 レ タ ル 免 疫 元 ナル

11・ ラ 知 ル。 從 ナ免 疫Jl己lt能 働 力 ハ 微 弱 ナ ル モ

ノ ト推 定 セ ノル。

實 験 第2

本實験 二於 テ軟膏 中 ノ免疫 元含 鑑 テ次 ノ如 クー

部礎更 シクル ノ ミー シデ他 ハ凡 テ實験 第1卜 同

様 ナ リニ

1.原301',J濃 朧 酸脱脂結核:'・7クチ ン.軟膏

2.煮 同

3.原2倍 稀鐸40%濃 賂 酸脱脂糸占核 「ワクチ

煮

原

煮

」
1

5

ρ
り

ン」軟膏

511%

1ll:

短

同

但 シ稀nv;一 ハO.5彫 石炭酸 ケ0滅菌 生理的 食盟水

テ使 用 シタ リ。

實駿成績

第5表 濃 腫 酸 挽脂 結 核 「リ ク手 ン 軟 膏 ヲ以 テ

セ ノレ皮 内 産 生 「オ プ ソニ ソ」 ・研 究 實 験 第2

家 兎第60號 ♀4刀20H●

可 検 饅 喰 菌

健常無虎置皮膚

原2倍 稀羅209。

煮2倍 稀糧20%

原2倍 稀繹40%

煮2倍 稀繹40・rv

原30%軟 膏皮膚

煮30%軟 膏皮層
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第6表 濃盤酸脱脂結核「ワクチ ン」軟膏 ヲ以テ

セル皮内産生「オプソニン」ノ研究 實験第2

家兎第61號 ♂ 盟重21904月21日

第7表 濃 唖 酸 悦脂 結 核vワ`v」 軟膏 ヲ以 テ

セ ル皮 内産 生 「オ プ ソニ)・ 研 究 實験 第2

家 兎第62號 ♂ 髄 重2160瓦4J]23日

可 楡 盟 喰 菌

_.l

l難鵠糊 姐脚
讐 墨 膚・::1卜器1

_i

原30%軟 膏 皮膚
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第8表 濃 顧 酸 脱 脂 結fギrク チ ンー一一軟 膏 ヲ以 テ
セ ァレ皮 内産 生 「オ プ ソニ 〉一ノ研 究 實 験 第2

3頭 弔 均

可 検 饅 喰 菌 子
喰
菌
率

1オ プ ソ

ニ ン.係

数　一『_

健常無盧置皮膚 丁4

τ

16

11 ll}3:釜
o

1.00

原2倍 稀葎20% 0.63
冒

煮2倍 稀葎20% 10 12

万!
22b.12 0.73

原2倍 稀繹40% 10 15 0.15 0.83

煮2倍 稀繹40% 10 14

一1

240.14 0.80

原30%軟 膏皮膚 14 21 35
一一

〇.21

　

1.17

煮30%軟 膏 皮膚 14 18.32 0.18 1.07

!

可 検 膿1喰 菌子

1

ヒ

!「ナプソ喰菌翠
二乳 係

徽

壁 常 継 置 皮 膚{25・3 0.17 1.00

原2倍 稀1樺20%軟 膏 皮膚26.7 0.16 0.73一一1

煮2倍 稀 葎20%軟 膏 皮 膚127.7- 一 _ 0.16 0.78

原2倍 辮40%軟 膏麟130・7 0.18 0.83

煮2倍 稀繹40%軟 膏皮牌30.3 0.18
--

0.27

0.82

原30%軟 膏 皮1劇44.7 1.25

煮3096軟 膏 皮 膚44.7 0.27 1.24
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第2圃 第8表 塗照)3頸 不 均1・30%軟 漕 貼用皮麿 一=於テ示 サ レタル 「オ

フソA⊃ 」係敷 ハ原 「1.25」、 煮 「1.24」ナ レ ド

モ、軟膏 中 ∴於 ケル苑疫元含量 テ漸次減 少 ス

ルニ從 ヒ「sブ ソa:」 ノ産生c一亦 タ之 二連行

シテ低 下 シ、2倍 稀糧40%軟 舜 一於 テハ原

茅 「0・83」、 煮1(D・82」、2倍 稀糧20%軟 膏 二於 テ

1叢 膝 鮒 螂 ニニト麗 螺警
篠 タ リ・

雫2re2・%2脇M7・1:免 袈畿 饗1帽1稀 誤
→軟膏中免疫元含量

テ示 シ、30%軟 高 ノ示 シタル「オプソー ン」係

實験成績 ハ第5表 ヨリ第8表 マデ及 ピ第2圖 二 歎 ガ原 煮共=最 大 ナ リキ。

示 サレタリ。3.原 煮 雨軟脅 ノ示 シタル「オブソニ ン」係敷f,

比 較 スル ニ、30%及 ピ2倍 稀葎40%軟 膏 二於 テ,

所 見 概 括 ハ 「100:99」ノ比 テ以 テ原液軟 膏 ガ優 レ、2倍 稀

繹20%軟 膏 二於 テ・・「100:107」 ノ比 テ以 テ煮軟

以上 ノ實験結果 テ見ル ニ喰菌卒 三テモ 「オプソ 膏 ガ優 レタ リ。

ら ン」係撒 ニテモ何 レモ相一致 シテ下記 ノ事項 即 チ何 レモ大同小異 ニ シテ殆 ン ド同等 ノ成績 ナ

テ認識 シ得 ベ シ。'リ 。

所見総括拉二考案

實験第1及 ピ第2=於 ケル30%軟 膏 ノ示 シタル

「才プソニ ン」係藪 ノ平均値 ラ基準 トシテ雨實験

ぐ く

成績 テ統一的 二換 算iテ 第9表 及 ピ第3

圖 テ得 タ リ,即 工下記 ノ事項 テ認識 シ得

ベ シ
。

第9表 濃 盤酸 腕 脂 結 核'ワ 〃 チ ン」軟

膏 中 二於 ケ ル免 疫 元 含 量 ド 才

プ ソ ー ン」係 数 トノ關係
o

「
オ

プ

ソ

ニ
ソ
」
係

敷

↑

2〃

ソ ニ ン」産 生 ハ却 テ反 封 二上 昇 シ、50%軟 膏 二

於 テ ハ 原 「0.98」 、 煮 「0.96」、30%軟 膏 二 於 テ ハ

醐 鮫蓉量耀 鑛 塾%　 ・%:65%

o.6i1.800.780.98

第3圖(第9表 参 照).

原

煮

0.68

0.72 0.76 1.15 0・96iO・6

1・65%軟 膏 ノ示 シタ ル 「オ ブソニ ン」係 一一・t

歎 ハ原軟膏 ハ「0.69」、 煮軟膏 ハ「0.65」ニ シテ封

照健常皮膚 ヨリモ遙 か ≒小 ナ レ ドモ、軟膏中 二

於 ケル免疫元含量 テ漸次減少 スル ニ件 ヒ 「オ ブ

2倦〃

→軟膏中免疫元含量(%)

原 「1.18」、 煮 「1.15」トナ リテ本實験 中 ノ最大値

テ示 シタ リ。然 レ ドモ ソレ以上免疫元含量 テ減

少 スルコ トニ依 リ、 「オプソニ ン」産 生 モ亦 タ之
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嘉 ノ海St皮 内iオ ブ ソニ ン」最 大塵 生 ヲ揃 標1・ ナkJレ 各種 納 核 割質 州 ノ比 蟹 【第14巷

・づ 坐行 シ ァ 減 少 シ
、2倍 稀 鯉40%軟 膏 ・=テ ハ

原io.78r、 煮 「O.76」 、liil20%軟 膏 ∴ テ ハ 原

「0.68」
、 鴛1{D.72.1ト ナ リ テ再 ピ封 照 健 常 皮 膚 以

下=低 下 セ リfi

2.即 チ本 州 ハ原 、煮 共 島30'労 軟 膏 ガ最 大 ノ免

疫 電性 能 働 力 ナ現 シ タ リ。 然 レ ド モ ソ ノ示 サ レ

タ ・・最 大 「オ ブ ソ ・・ンJ係 数 ハ原 液 「1,18」 、 派 液

「1.151一 シ テ僅 カ ニ 健 常 歩弛照
、皮b箭 轟優 レ タ ル ノ

ミナ リ。

3.然 ノミナ 〉ズ30%以 外 ノ使 川;P!二(帥チ65

%、50%、2倍 稀繹4(1%及 ビ20%)二 於 テハ皮

内 「オプソ山 二」値 ハ凡テ健 常封照皮膚以 下 二低

下 シタ リ。換言 スレハ30%軟 膏 ノZガ 僅 カニ

敷果的 二作用 シ、 ソレ以外 ノ使用量 一テハ却 テ

皮膚組織固有 ノ正常喰 菌作 用 ラ障碍 スルモ ノナ

リ 。

4.モ1本 剤 中 一=一免疫 阻止物質即 チ 「イムペヂ

ン」 ガ含有 サ レ、其 鳥 二免疫元性能働力 ガ阻 止

サ レテ 居ル モ ノナ ラ・`、樋 氏100度 ニ テ30分

間 煮沸 シテ調製 セ ラ レ タル 煮液軟膏 二於 テハ

「イムベヂ ン」ガ破却 サ レ居 ル爲 二原液軟膏 ヨ リ

モ遙 二優秀 ナ'・成績 ラ示 スベ キ筈 ナ リ。然 ・レニ

本實験 成績 テ見ル ニ煮液軟高 二比 シ、殆 ンド同

等 二低劣 ニ シ テ、 ム シゴ硝 亙低下 セ・レ傾 向 テ示

セ リ。

之即 チ本剤 中一ハ「イムベヂ ニ」ザ含有 セザルハ

勿 論、免疫元性物 質 ノ含有量 モ甚 グ些少 ナル ラ

意味 スルモ ノナ リ。

・5.一 切 ノ細菌性免疫元 ハ免疫元 ノ他 二晃疫阻

止物 質即 チ「{ム ペ ヂン」テモ含有 スルモ ノタル

コ トハ鳥 潟教授 ノ圭張 ニ シテ多 クノ菌種特 二結

核 菌 二就 テ既 二十二分 二立謹 セラレタリ。 然 ル

ニ本剤 中 二此等 テ含有 セザ ルハ如何 ナル理 由 二

依 ルモ ノナ リヤ。

本剤 ハ蝋様物質 テ脱却 スル 目的 ニテ結核 菌 二濃

盤 酸 ラ作用 セ シメテ製 出 セ ラレタルモ ノナ リ.

税 所 氏ハ コ ノ方法 二依 リテ脆脂 サ レタル結核菌

ヲ形態學的並 二化學 的 二検査 シ、濃盟酸 ノ作用

ハ菌 ノ外被 ニ ノミ作 用 シ菌 蛋白質 ニハ強 キ攣化

ア與'・ リルコ トラ立蹴 シ、 以 テ抗原性 ハ保持 セ

フル ・cノ ノ リt'推 論 セリ1結 核 第7巻 第6

號)。

然 レ ドt、卜實験 成績 ・依 レ・`叡剤 ノ尾疫 元性能

働 力・・甚 ク微弱 一シテ殆 ン ド痕跡 的 ・護明 セラ

ル ・ ・過 ギ/。

即 チ大部分(殆 ン ド全 部)!免 疫 元性物 質 ハ破却

ii'1失セ ラレタfしtノ ニ シテ其 ノ原因 ハ勿論濃盛

酸脱脂法 ∴存在 セザ ルベ カ ラズ。 免疫 元性能働

力 ノ判定 ハ生物星的 二決 定 セ 〉ルベ キモ ノニシ

テ細菌 ノ形態學的 乃至染 色1ニ ノ關係 一7以テ云 々

Lル(税 所1】 トヲ得 ザルモ ノナ リ。

本剤 ニ アリ テハ「4ム ペ ヂン」ガ既 ∴破却 セラV

テ最早存在 セザ ル理lbモ 亦 タ1農盟酸股脂法 二存

在 セザ ルベ ヵ うズ。即 チ弼烈 ナル濃盟酸 ノ作用

ノ爲 一=免疫 元性物 質 モ「イムペヂ ン・モ共 二破却

消 リミサ レタル モ ノ ト認 メザ ルベ カ ラズ。

免疫 元性物 質 テ保 存 シ「イムベ ヂ ン」ノこラ破却

シタルモ ノコソ理想的免 疫元 ナ レ、本剤 ノ如キ

ハ「イムペ ヂ ン」ラ含有 セズ トi碓モ強 キ酸 ノ作用

ニ テ発疫 元性 モ亦 タ大部 分喪 ワミセ ラレ殆 ンド無

慣値 トナ リタルモ ノナ リ。

6.蓋 シ濃盟酸 脱脂法 ナJしモ ノハ菌 ヨリ蝋様物

質 子脱却 シ得 ルナ ラ ンカナ レ ドモ結核菌 ラ競性

セ シム'・コ ト甚大 ナルモ ノー シテ、菌 ノ免疫學

的諸性質 ハ殆 ン ド全 ク癒棄 セ ラ レ タルモ ノナ

リ。此 ノ如 キ方法 ニヨ リテ理 想的 ノ免疫元 テ得

ン ト欲 スル企圖 ハ學術 ノ進歩 二後 レタル コ トノ

甚 グ シキモ ノー シテ全然慶絶 二蹄 スベ キモ,ナ

リ。

7.免 疫 元性物 質 ・本態 ハ溶解性菌物質(膠 質

微粒子)ニ シテ決 シテ菌盟 ソ レ自身 ニテハ非デ

ル モ ノタルコ トハ鳥潟教授教室 二於 テ既 二充分

明白 二立謹 セ ラレタル所 ナ リ。

濃監酸 ニヨ リテ結核 菌 テ塗性 セ シメ、其 ノ免疫

元性 テ破壊 シ、 且 ツ獄 同 ノ洗蘇 ニ ヨリテ溶解性

菌物 質 テ拠 棄 シ、無 贋値 ナル残 渣菌盟 パ テ探

用 ス。抗 原能働力 ノ劣弱 ナルハ怪 ム テ要 セザル

所 ナ リ。



第9凱 】 嘉ノ漁 噴 内「オプソニン」鍛大盧生男 胸様 け セル各棚耕 嫡 製剤 ノ比較 go5

結

大阪帝國大學 今村 内科創製 二係 ・レ濃盟酸脱脂結

核「ワクチ ン」ノ原及 ビ撮氏100度30分 煮 ノ雨

液 子以 テ種々ナル含量 ノ軟膏 テ調製 シ、此等 ラ

同一家兎 ノ皮膚 二24時 間 貼用 シ 」一、局所性 「オ

ブソニ ン」ノ最大産生拉 二本剤中 二於 ケ,レ「イム

ペヂン」ノ有無 テ検 シタル ニ下 ノ結果 トナ リタ

リ。

1.原 煮共 二30%軟 膏 ガ最大 ノ「S一プソーン」

産生 ラ示 シ、其 ノ最大 「オ プソー ン」係数 ・・原

液 「1.18」、煮液 「1.15ナ リキ。

2.30%軟 商 一次 ゲ モ ノ ハ50%軟 高 ノ原

「0.98」、 煮 「0.96」、2倍 稀稗40%軟 高 ノ原

「0.78」、 煮 「0.76」、2倍 稀糧20%軟 膏 ノ原

「0.68」、 煮「0.72」及 ビ65%軟 膏 ノ原 「0.69」、

煮「0.65」ニ シテ何 レモ健常封照皮 膚 ヨリモ低下

シ タ リ 。

り ま

3.原 、煮雨軟膏 ノ成績 ラ比較 スル ニ何 レモ大

論

1司小 異3シ プ 尺1・;・へ認 メ ズ、 然 レ ドモ 煮 液 軟 脅

・・原 液 軟 膏 二}ヒ シIfBtr
,,teノ ・如 シ。 即 チ 本

齊川L一 ハ 「fム ペ ズ ニ」ハ 醒五誰 シ得 ズ。 亦 タ特 殊

・'色,受'L・11"1三fjヒ重動 ノJ,
,b`五試アシ社}ノ;。

4.本 剤 ノ有 ヘ ァレ絶 疫,evk能 働 力 ノ、甚 ク微 弱 ナ

リ。 ソ ノ原 因 ハ 「fム ペf'ン 」ノ免疫 阻IL作 川 ・一…"

非 ズLテ 却i`ll}1造1:梶 ∴於 クル 濃 勲 酸 脱 脂 法 二

肺 ピサ ・レ ごカ)ズ 。 自Pチ 濃 賂 酸 ノ弧 烈 ナlt作 用

ノ爲 二抗 原 物 質 パ(「 イ ム ペ ヂ ン」モ共 二)大 部 分

壁 性li1E去11セ ラ レ タ,レ モ ノナ リ。

5.細 菌 艦 二 張 烈 ナ ル 酸 、 盟 基 等 テ作 用 セ シ メ

水 溶 性 菌 物 質 ラ拠 棄 ス ル コ トハ 晃 疫 元 ノ製 造 二

向 ツ テ ハ 無 意 義 無 川 ナ ル ノ 這ナ ラ ズ 却 テ有 害 ノ

操 作 ナ リ。 今 後 全 腹 セ ラ ル 〈tキ テ 要 λ6

大 阪 帝 國 大 學 教 授 今 村 博 士 ハ 余 等 ノ検 査 一一向 ッ

テ 快 ク實 験 材 料 子分 與 セ ラ レ タ リ。 舷 二謹 ン デ

感 謝 ノ意 テ 表 ス。




